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論

說

.U

通

の

堀

江

歸

I

國
の
通
貨
制
度

.

.が
如
何
な
る
組
織
の
下
に
居
み
、又
如
何
な
る
形
？

有
す
る
や
を
間

i 

ず
通
貨
の
數
量
は
一
定
の
程
度
を
保
た
ず
、常
に
增
減
し
て
、已
ま
ざ
る
も
の
と
す
。
通
貨
の
增 

加
に
し
て
、

一

國
に
於
け
る

.
富
、人
口
又
は
商
業
取
引
の
增
進
に
伴
は
ん
か
、數
量
の
增
加
し
た
る 

通
貨
に
對
し
て
、

®

要
S

加
を
以
て
す
る
も

I

る
2

に
、f

s

に
5

1

そ
正
辟
の 

f

 

i
 

(
】

三ニ九)

論

m

通
i

膨

眼

第

十

號



'第
十
I
s 

(

1
三ー1ー
〇)

論

0

,

通
貨
の
膨
脹
.
. 

第十
！！ 

ニ 

增
加
を
爲
し
た
る
も
の

.
'ど
見
る
可
く
、之
を
通
貨
の
膨
脹
と
云

k

ず
、通
货
の
膨
脹
ど
云
ふ
に
は
、
 

必
ず
其
增
加
の
興
常
な
る
を
要
件
と
す
。
今、日
の
經
濟
社
會
に
於
て
、通
貨
ビ
稱
せ
ら
る
、
も 

の
>

種
類
は
多
々
、あ
り
。
正
貨
の
如
き
、政
府
紙
幣
の
如
き
、鈒
行
券
の
如
き

>龈
行
信
用
又
ば

® 

金
通
貨
の
如
き
，何
れ
も
通
貨
の

一

種
と
し
て

'認
む
可
き
も
の

-な
-り
。
正
貨
は
一
國
货
幣
制
度 

の
組
織
に
依
ぅ
、市

«

に
：出
で
、
流
通
す
る
場
合
、
市
場
に
流
通
せ
ざ
る
場
合
と
ぁ

P

O

其
市 

場
に
流
通
せ
ざ
る
：

*
合
に
於
て
は
、正
貨
は
主
ど
し
て
中
央
銀
行
に
宽
集
せ
ら
れ
、中
央

.

0

行
は 

之
を
雄
備
と
し

V
、

銀
行
券
を

.發
行
す
る
に
至
る
可
し
。
而
し
て
中
央
鏃
行
の
發
行
す
る
銀
行

. 

I 
..........

圓
 

.

. 

.

券
は
或
は
民
間
に
流
通
，し
て

ft
#

R
於
け

‘る
日
常
の
取
引
を
決
濟
す
る

S
共
に
、其
或
る
も
の 

は
市
中
諸
銀
行
に
吸
收
せ
ら
れ
て

、
^
突
狒
準
備
金
杞
充
て
ら
る
可
く
、諸
銀
行
の
支
拂
準
備
金 

に
し
て
豊

.富
な
る
と
き
は
、預
金

.は
必

t
增
加
し
て
、之
に
對
す
る
小
切
手

0
:振
出
高
自
，ら
多
く
、

銀
行
の
信
用
、社
會
に
膨
脹
す
る
に
至
る

.可
き
道
理
な
り
。

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

. 

'

正
貨
、銀
行
券
、銀
行
通
貨

.：の

.問
^
存
す

^
關
係
の

1

端
、前
記
：の
如
く
爲
ぅ
と
す
れ
ば
、

一

國
に 

於
け
る
通
貨
の
流
通

.高

.は
第

.

'

R其
國
が
正
，貨
殊
に
本
位
貨
幣
の
資

-料
た
る
金
地
金
に
就
て
、
 

從
前
に
比
較
し
て

‘
'大
な
る
供
給

’を
受
け

*

る
場
合
に
、

®
加
す
る

?:
;
常
と
す
。
而
し
て
一
國
が

金
虬
金
に

就

て
多
®

の
供
給
を
受
ぐ
る
は

®

界
に
於
け
る
金
產
出

®

»

加
し
、其
國
よ
り
虹
刷 

丨
輸

R

せ
ら
る
、

.一
定
量

.
の
物
資
が
從
來
よ
り
も
多
最
の
金

'
地
傘
ど

交
換
.
せ
ら
る
.、
結
果
と 

L
 

5

1

こ

ど

：あ

る

：
可

く

、
又

世

界

R

於
け
る
金
產
出
額
必
中
し
も
增
加

.
せ
ざ
る
も
、一

.
國
の 

夕
國
ー
R

_

し

て

： ^

す
る
國
際

'
貸
借
上
の
關
係
有
利
と
爲
り
て
、債
權
額
に
增
加
を
吿

げ

ん
か
、
之 

を
決
濟
す
る
の
方
便
ど
し
て
生
ず
る

乙

ビ
あ
る
可
し
。
輸
出
超
過
の
如
き
、外
國
に
對
す
る
.勘 

勢
給
付
の
如

S

、償
金
收
受
の
如
き
、一
ど
し
て
然

&

ざ
る
も
の
な
し

0

然
れ
ど
も
通
貨
の
膨

S
 

な
る
も
の
は
、必
す
し
も
正
貨
の
坶
加
の
み
に
依
る
に
非
ず
®
貨
の

種
類
と

し
て
、正
貨
の
外

R
 

，政
府

i

幣
銀

6

券
銀
行
通
貨
の

#

す
る
以
上

は
、是

等

#
種

の
通

貨
に
し
て
增
加
せ
ん
か
、疋
：貨 

の
增
加

と
闾

じ
ぐ
、通

貨
の
膨
脹
を
惹
起
す
の
道
理
な

>
9 

O

政
府
紙

幣

以

.下

各

極

の

通

貨

は

正
 

貨
の
增
加
と
相
：俟
ち
又
は
之
ビ
略
ぼ
同
ー

0

比
例

5:
*

保
ち
て
、
#

加
す
る
こ

-

多
し
ビ
雖
も
、必 

ず
し
も
總
て
の
場
合
を
通
へ
じ
七
然
る
に
非
ず
。
正
貨
の
增
加
す
る

_

合
以
上

R

>

a

幣
、
鈒
行
券 

の
M

加
す
る
事
例
固
：よ
り
少
な
し
ビ

■

せ
ず
。

一
啷
準
備
法
、屈
伸
制
限
法
に
據
る
銀
行
券
發

.
行
 

' f

度
に
於
て
は
定
額
の
保
證
準
備

R

基
き
て
、發
行
せ

•ら
る
，A

以
上
の

®

行
券
R

對
し
て
は
、必 

ず
P

•額
の
.

正
貨
準
備
あ
ゑ
、一
の
正
貨
に
對

し

て

.、一
の
鈒
行
券
發
行
せ
ら
れ
、市
場
に
流
通
す
可

第

十

二

卷

，2

三
三】

)

論

説

通

貨

の

膨

服
 

第
1%
號 

三



.鲂十

.ニ
潴

(

1
H三ニ)

論

m 
.通货の膨脹

 

第十號 

四 

き
正
貨
が
十
央
鈒
行
に
囘
收
せ
ら
れ
て
、之
に
代
る
可
き
銀
行
券
が
市
場
に
流
通
す
る
に
±
ま 

り
、特
に
通
貨
の
膨
腺
ビ
し
て
見
る
可
き
は
正
貨
の
增
加
高
を
以
て
、限
度

'と
す
る
も
の
.、
如
し 

と

雖

用

の

行

は

る

，
乙
と
の
盛
な
る
今
日
に
於
て
は
、正
貨
の
增
加
に
依
る
通
货
の
膨
脹 

は
決
し
て
此
限
度
に
止
ま

.る
こ
と
を
許

3 

Cる
な
ぅ
。
蓋
し
正
貨
の

®
加
し
た
る
に
對
し
て
、
 

銀
行
券
增
發
せ
ら
れ
、而

.し
て
其
銀
行
券
が
市
中
諸
銀
行
の
手
に
入
ぅ
て
、支
拂
準
備
金
と
爲
り
、
 

0

銀
行
は
支

#
準
備
，金
の

S
富
な
る

m
j

に
乘
じ
て
、預
金
を
膨
脹

'せ
ん
か
、

一

の
正
貨
は

一

の
銀 

行
芬
に
代
る
に
止
ま
る
も

'

の
鈒
行
券
は
ニ
又
は
三
又
は
四
の
預
金
を
膨
服
せ
し
め
、結
周
通 

貨
膨
脹
の
事
相
を
生

S

れ
：ば
、已
ま
ざ
る
の
結
果
を
生
ず
可
し
。
通
貨
の
膨
脹
を
以
て
、單
に 

.正
貨
の
增
加
叉
は

1£
®
を
基
礎
ぐ
し

.て
發
行
せ
ら
る
、
銀

.行
券
の
增
發
高
に
限
ら
ん

>
>

 

す
る 

.は
、拾
も
七
八
十
年
前
英
國

' に
行
は
れ
た
る

®'
貨
論
爭
に
於

.て
、所
謂
通
貨
主
_
者
が
通
货
を
以 

て
，
T
の
銀
行
券
の
み
に
限
ら
ん
と
し
穴
る
の
正
鵠
を
得
ざ
る
ビ
異
な
る
所
な
か
る
可
き

s 

i
o

 

「
一

國
の
兌
換
制
度
が
完
全
な
る
狀
態
に
於
て
運
用
せ
ら
れ
、國
際
，間
に
於
け
る
貨
物
幷
に
正 

貨
，の
出
入
に
何
等
制
.限
の
加
へ
ら
る
、
も

の
な
き
場
合
に
は

1£
貨
.の
增
加
に
基
く
通
貨
の
膨 

脹
は

I

時
の
事
相
に
止
ま

?)
'
、決
し
て
荐
續
す
る

‘こw
久
し

&

に
及

’ぶ
も
の
に
非
ず
。-
今
や
交

戰
諸
國
に
於
て
は
或
中
央
ノ
銀
行
の
兌
換
制
度
に

'全
部

.0
#

It

を
加
へ
、又
は
少
な
く

 

^

も

部
分 

的
停
止
を
施
し
た
る
爲
め

^
、銀
行
券
に
不
自
然
の
增
加
を
來
し
つ
、
ぁ
る
が
如
く
、我
國
に
於 

て
も
亦
兌
換
制
度
の
運
用
不
自
在
に
し
て
、爲
め
に
通
貨
膨
脹
の
事
相
を
永
久
的
な
ら
し
む
る 

.の：事
實
を
否
定
す
る
能
は
ず
。
兌
換
制
度
の
運
用
自
由

S

る
場

^

に
芷
貨
の
流
出
入
に
衣
て
、
 

M

«
の，
#
縮
を
制
す
る
を
得
る
所
以
は
通
貨
の
增
減
の
物
價
に
及
ぼ
す
影
響
を
通
じ
て
、

f
出 

入
貿
易
に

消

長
を
來
す
經
過
に

依

て

、最
も
明
瞭
に
說
明
す
る
を

#
ベ

し
。

即

ち

芷

貨

の

增

加
 

に
依
て
通
貨
膨
版
し
一
國
に
於
け
る
物
價
の
平
擧

15
:

亦
上
進
す
る
ビ
き
は
、資
易
上
の
逆
勢
は 

求
め
す
し
て
來
り
、之
を
決
濟
す
：る
瀹
め
に
茈
貨
流
出
の

' 事
實
を
生
じ
、結
局
物
價
の
平
準
點
を 

し
て
外
國
に
行
は
る
、
平
準

.點
と
；調
節

？：
保
つ
に

.至
ら
し
む
る
ま
で
、正
貨
の
減
少
に
侬
て
、銀 

朽
券

'0
膨
脹
を
制
：す
る

■に
至
る

‘可
き
の

'道
.理
な
ぅ
。
软
に
兌
換
制
度
が
破
實
に
雜
持
せ
ら
れ
、
 

正
貨
の
出
入
、自
由
な
る
以
上
は
、銀
行
券

.の
#
縮
に
は
自
ら
规
律
ぁ
る
も
の
ど
す

可
く
、又
ヒ
記 

の
關
係
に
基
さ
正
貨
の
減
少
に
依
て
、銀
行
券
に
減
縮
を
來
せ
ば
•市
中
諸
銀
行
の
手
元
に
存
す 

る
現
金
即
ち
支
挪
準

^
金
に
も
亦
減
少
を
招
く
を

,

て
、銀
行
が
堅

.實
な
.る
營
業
上
の
方
針
を 

取
る
以
上
は
、自
ら
預
，金
の
增
加
す
る
勢
を
制
し
、銀
，行
偉
用
即
ち
銀
行
通
貨
に
收
縮
を
生
ず
る

第

十

二

卷

(
一

三
三
三)

論

-
E

通
貨
の
膨
服 

五



.

竿

ニ

I 

(

一
三
三
四)

論

説

撖

寒

膨

脹

, 

第

十

锶

ハ
 

.

.
J  

2レ
.
>
爲
る
可
じ

。

■ 

.1-

• 

:
 P

 

' 

.

. 

、
.

.

以
上
の
關
係
に

.對
し
て

':
反
對
の
事
相
を
生
ず
る

.
乙
ビ
の
著
し

&

は
、兌
換
制
度
の
停
止
せ
ら 

れ
た

る

場
合
是

^

^
り
0
,'
.:兌
換
制
度

.の
停
止
せ
ら
れ

.た
る
曉

.に
、中
央
銀
行
が
敢
て
銀
：行
券
：の
 

W

薇
を
行

Is
ず

IE
.貨
兌
■換
の
下
に

#

せ
ら
る

\
物

-®
卒
準
點
を
紙
持
■す
る
の

^

度

,K
m
.tT
券 

の
#
行
高
を

11
:
め
ん
に
は
、何
等
問
題
の
議
す
.可
き
も
の
を
見
ず
ビ
雖
も
、*
換
の
維
持
せ
ら
る 

、
一
場
合
に
於
て
、社

#

の
需
要
に
超
.過
す
る
龈
行
券
は
銀
行
に
歸
來
し
て
、正
貨
.を取
付
け
、銀
行 

を
し
て

S
I

術
の
必
耍
上
、

S

泐
的
に
其
增
發
を
制
す
る
に
至
ら
し
め

^

を
す
れ
兌
換
停
上
の
临 

に
ば
、
•可
等

W

る
自
勸
的
作
用
の
生
ず
可
き
も
の
な

&

を
以
て
、一
度
び
增
發
せ
ら
れ
た
る
銀
行 

券
が

at
過
剡
な
る

®*
給
の

「

結

#

と
し
て
、物
價
を
騰
貴
せ
し
む
る
や
、平
準
點
の
高
き
に
上
れ
る 

弋
資
を
以
て
行
は
る

>
取

§1
は
其
，決
濟
に
多
額
の

0
行
券
を
必
要

，じ

し
因
果
の

S

係
相
^
聯 

し
て
、通
貨
の
膨
服
を
招

§

、
苟
も
兌
換
制
度
の
復
興

.せ
ら
れ
ざ
、る
限

V
、
又
典
之
を
復
興
す
る
前 

提
と
し
七
、銀
行
券

:0
過
剩
高
の
囘
收
せ
ら
れ
ざ
る
限
纥
此
膨
脹
の
狀
雄
は
繼
續
し
て

11
む
己 

と
な
き
も
の

k

認
め
ざ
る
可
か
ら
ず
。
況
や
舜

.換

.制
度
.停
止
の
下
に
發
行
せ
ら
れ
た
令
銀
行

. 

•

券
が
S

換
維
持
の
場
合
に
發
行
せ
ら
れ

た

る

も

：
の
ど

同
じ

く
、市
中
諸
.銀
行
の
支
拂
準
備
金
に

充
て
ら
れ
て
、諸

.銀
行

0
預
金
通
貨
を
膨
脹
す
る
の
作
用
あ
る
に
於
て
を
や
。

,
國
家
が

一
方
に

.中
央
銀
行
の
兌
換
制
度
を
停
止
し
、又
は
興
運
用
を
制
限
す
る
と
共
に
#
殊

の
通
货
例
へ
ば

'英
國
の
政
府
紙
幣

»
逸
の
貸
付
金
庫
瞪
券
の
如
き
も
の
を
發
行
す
る
場
合

R
、

典
通

«

ビ
し
て
、市
場
に
流
通
す
る
の
點
に
於
て
、將
た
又
銀
行
支

®
準
備
金
の
一
種
と
し
て
、銀

行
通

®
を
膨
脹
せ
し

( /

る
の
點
に
於
：て
、共
に
通
貨
膨
脹
の
一
原
因
’を
爲
す

や
、論
を
俟
た
ざ
る

な
り
。

現
に
英
目
に
於
て
千
九
百
十
四
年
歐
洲
戦
爭
の
破
裂
に
際
し

4

融
市
場
に
起
れ
る
破

'綻
：を
：救
濟
す
る
目
的
を
以
て
發
'行
せ
ら
れ
た
る
政
府
紙
幣
の
如
き
、市
中
諸
銀
行
に
之
を
貨
出

し
て
、其
支
拂
準
備
金
を
豊
富
な

ら

し
む

る

を

®
な
る
發
行
の
手
段

^
し
た
る
も
に
し
て
、千
九

苗
十
四
，年
八
月
；

ニ
，
十
六
：日
に
於
：け
る
報

.吿

.に
據
れ

ば

、

發
行
高
ニ
千
一
百
五
十
三
萬
五
千
磅
の

內
，
六
百
三
十
莴
一
千
磅
は
市
中
諸
銀
行
に
對
す
る
貸
出
に
屬
し
た
り
。
其
後
諸
鈒
行
に
對
す

る
融
通
減
少
す
る
，や
*政
.，府
紙
幣
は
«
ら
軍
事
公
債
麟
募
の
用
に
供
せ
ら
れ
、千
九
莨
十
八
年
六

月
ニ
十
六
日
の
報
吿
に
於
て
は
、政
府
紙
幣
の
發

.行
'高
ニ

.億
五
千
ニ
百
九
十
一
萬
ニ
千
磅
の
內
、

政
府
紙

.幣
勘
定
中
の
資
產

0
部
に

.

.於
け
る
公
債
所
有
高
は
一
一
億
H
千
三

W

 

二
十
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萬
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三
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第十號
 

八

の
多
き
に
及
び

ガ

i

E

: f
«

■觥
に
し
て
前
潜
の
用
を
爲
し
、市
中
諸
銀
行
の
支
拂
準
備
金

 ̂

爲
れ
る

k

き
に
は
、信
用
取
引
を
盛
に
し
、預
金
通
貨
を
增
加
す
る
こ
ビ
に
依
て
、通
貨
膨
脹
の
勢

を
助
長
す
可
く
、又
政
府
紙
幣
が
後
者

.の
用
を
爲
し
、公
債
の
應
募
又
は
買
入
に
充
て
ら
る
、
と

'
. 

.

.

. 

. 

.

.

. 

. 

•

き
は
，政
府
は

一
方
.に
公
債
を
發
行
し
，て
他
方
に
政
府
紙
幣
を
受
入
れ
、而
し
て
軍
事
®
と
し

V
、

> 

.

.

.
• 

.

.

..

.

.

.

•
•
•
•
•
• 

• 

• 

'
: 

. 

- 

P

此
政

.

府
紙
幣

k

拂
出
す
可
き
が
故
に
、政
府
紙
幣
は
政
府
に
軍
霜
品
を
供
給
し
、又
は
®
事
上
の 

勸
勞
を
給
付
ず
る
卷
の
手
に
入
ぅ
て
、通
貨
膨
脹
の
狀
態
を
惹
起
す
も
の
と
す
可
き
な

b

o

 

ニ
 

n

ル
ソ
シ
氏
は
有
效
絕
對
即
時

.

の
兌
換
を
以
て
、人
民
が
常
に
自
己
の
便
利
ど
す
る
時
に
、金
貨 

を
.
.
.得
る

.

に
.

J H

咬
ら

.

ず

、
信

：
用

，：
の
ぺ
不

.

當

.
な
る
膨
» »

に
對
し
て
有
效

.

な
_

る
.

'«

限
.

の
置
か
る

A

も

^
^
.
 

b

ビ
し

?

o

 

f

 

a
n

a
n

c
e

.

 

p
.

 

36，
)

英
國
は
今
日
に
至
る
^
で
英
蘭
銀
行
の
兌
換
制
度
に
對

し
て
、何
等
直
接
の
制
限
を
加
ふ
る
の
事
實
に
接
せ
ず
と
雖
も
、一
方
に
金
の
輸
出
に
對
し
て
大

.

. 

.

.

.

.

.

 

■ 

• 

.

.

.
 

;

な
る
制
限
の

.加
''
へ
ら
る
 

> も」

の
あ

.る
^
於V

は
•通
貨
が
其
自
在
な
る

#
縮
性
を
失
ひ
、政
府
紙

.

. 

. 

. 

. 

.

.

. 

\ 

:

.

.

.

. 

.

. 

.

.

幣
又
は
銀
行
券
墦
發
の
形
能
に
：於
て
、膨
脹

し
て
已
ま
ざ
る
が
如
き
%
て
異
と
す
る
に
足
ら
ざ

「
(

る
な
，
り
。

.

.

.
': 

- 

 ̂

:

.

通
貨
0

膨
脹
が
物
價
に
反
應
を
及
ぼ
し
、輸
出
入
貿
易

_の
關
係
を
在
右
す
る
こ
と
に
依
て
、通

貨
と
物
價
と
を
正
常
：の
地
位
に
居
ら

し

む
4

所
以
は

_

に
之
を
一
言
し
た

6

0

歐
洲
交
戰
：諸 

國
-に
於
て
、始
办
通
貨
の
膨
脹

5:
蓝
起

.す
る
や
、物
價
は
著
し
く
騰
貴
し

/a
b

o
物
價
の
«
貴
に 

加
ふ
る

.に
、戰
時
に
於
け
る

®

®
品
”を
.需
要
す
る
勢
の
大
な
る
を
以
て
し
、交
戰
諸
國
は
獨
逸
の 

如
，き
、敵
國
の
爲
め
に
、國
.を
封
鎖
せ
ら
れ
、外
國
ぞ
の
交
通
の
著
し
く
局
限
せ
ら
れ
た
る
も
の
を 

除
き
、外
國
の
物
資
を
輸
入
し
て

.、以
て
：內
國
に
於
け
る
物
資
供
給
の
不
足
を
補
は
ん
ど
し
た
る 

か
故

^
外
國
貿
易
は
著
し

.

.
^
,
逆
勢
に
陷
り
、自
國
の
對
外
債
權
に
屬
す
る
收
入
を
以
て
、決
濟
す 

る
能
は
ざ
る
程
度
に
於
て
、輸
入
超
過
に
接
す
る
の
已
む
.を
得
ざ
る
，

^

至
れ
b

。
普
®

の

狀

耀
 

を
以
て

せ

ん

か

、此
輸
入
超
過
额
中
、對
外
-«
權
の
收
入
に
侬
て
，
.決
濟
せ
ら
れ
ざ
る
部
分
は
正
赏 

の
輸
送
に
、依
て
決
濟
せ
ら
る
、
の
外
に
道
を
存
せ
ざ
る
が
故
に
、輸
入
超
過
の

f

 

•
に
隨
ひ
、正 

貨
の

^
出
を
促
し
中
央
銀
行
に
し
て
苟
も
兌
換
制
度
の
基
礎
を
堅
實
な

6
.し
め
ん
ビ
す
る
以 

上
は
此
撕
出
に
應
じ

て
、兌
換
券
を
囘
收
し
、以
て
.通
貨
を
收
縮
す
可
&

道
理
な
る
に
、戰
$
經
濟 

の
平
時
に
於
け
る
：經

•濟
，運

ft
と
異
な
る
の
二

 

W

し
て
、交
戰
諸
國
が
金
貨
の
流
出
を
恐
る
、
の 

甚
た
し
き
は
殆
ど
豫
想
の
外
に
出
で
、金
貨
の
流
出
を
防

遍

し
，又
爲
替
を
調
節
す
る
爲
め
に
、諸 

:國

は

.

.
外

國

殊

に

物

資

の

供

給

を
，受
く
る
國
に
於
て
外
債
を
起
し
、其
收
入
を
輸
入
品
の
代
金

R

.第
十
二
姪
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筋
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一〇

振
替
ふ
る
が
故
に
、輸
入
超
過
は
繼

0

し
S

も
內
國
の
芷
貨
を
取
付
け
ず
、爲
め
に
對
外
債
務 

の
加
重
と
通
貨
膨
脹
ヰ

.エ
種
の
兩
立
す
可
か
ら
ざ
る

.現
象
を
し

y

永
く
存
續
せ
し
む
る
に
’至

れ
办

.°

:

.

.

歐
洲
開
戰
以

*
检

^

に
：於
け
る
金
產
出
の
狀
況
の
戰
前
に

.於
け
る
が
如
く
碰
な
ら

H
-

る
は
、
 

已
む
を
得
ざ
る

’
所
な
り
。

.蓋
し

^
地
の
鑛
山
に
於
て
は
#
働
者
を
得
る
こ
ど
容
易
な
ら
ず
し 

て
、賃
銀
に
上

«
を
來
し
、坐
產
猶
の
加
重
す
る
记
翌
れ
る

I

方
に
、生
產
せ
ら
れ
た
る
金
地
金
は 

通
貨
膨
脹
の
爲
め
に
、一
般
物
價
の
騰
貴
し
た

.る
結
果

V」

し
て
、從
前
に
比
較
し
、貨
物
に
對
す
る 

購
質

.力
"を
減
じ

.た
る
を
以
て
、是
等

|」

種
の
原
因
の
存
續
す
る
限
り
、金
*
出
額
の
增
加
せ
ざ
る 

を
以

V
、

當
然
の
道
理
な
ぅ
と

.す
可
し
。
固
ょ

b

交
戰
諸
國
は
中
央
銀
行

0:
疋
貨
準
備
を
增

«
 

す
る
の
目
的
を
以
て
、或
は
國
民
の
愛
國
心
に
訴
へ
て
、各
自
の
所
藏
す
る
金
貧
を
中
央
銀
行
に 

if
ら
.さ
し
め
、或

ft
：
小
額

®;
:の
.政
府

a

s

し
く
は
銀
行
券
を
發
行
し
て
、從
來
市
場
に
流
羅
し 

つ
|、
あ
る
金
貨
，を
囘
收
し
、或
る
程
度
，ま
で
：其
目
的
を
達
す
る
を
得
た
り
。
然
も
國
內
に
存
在 

す
る
金
貨
に
は
其

*

®
に
流
通
す
る
も
の
と
、國
民
の
保
藏
す
る
も
の

^
の
別
を
問
は
ず
、自
ら 

限
&
あ
?)
.て
、其
大
を
望
む
能
，は
ず
、隨
て
金
產
出
額

0
增
'加
す
る
勢
に
制

.限
あ
る
以
上
は
、諸
國

の
中
央
鈒
行
が
金
貨
を
增
殖
す
る
の
遲
冷
た

る
.：

や
、論
を

'俟
た

t'
o 

'然
も

|

方
に
諸
國
の
中
央 

銀
行
は
戦
時
财

.政

.

.
0急..

に
應
ず
る
爲
め
、又
は
金

*
市
場
の
平
靜
を
維
持
す
る

®

め
、殊
に
其
多 

く
は
兌
換
制
度
の
；停
止
に
乘
じ
て
、意
外
の
程
度
に
正
貨
準
備

.率
を
減
少
す

‘る
ま
で
、銀
行
券
を

.增
發
し
た

>
9 

0 '英
蘭
銀
行
の
如
き
、戰
時
の
今
日
依
然
と
し
て
ビ

I

ル
條
例
の
厲
行
达
ら
る

>

.
* 

• 

' 

. 

•

:

.

.
 

.

.

.

. 

-

爲
め
/
.
R
m
行
券
に
對

■す
.：

る

JE
fi
^
te
の
率
は
甚
だ
鞏
固
な
ぅ
と
離
も
、®
に
銀
行
券
に
政
府
紙 

幣
發
行
高
を
加

;;
'
;へ、英
歯
錄
行
の
正
貨
準
備
に
政
府

^

幣
勘
定
に
於
け
る
正
貨
を
加
へ
て
、雨
翁 

の
比
率
を
箅
岀
せ
ん
か
、極
め
て
雜
弱
に
し
て
、現
ね
千
九
百
十
八
年
六
月
二
十
六
日
に
終
る
一 

週
間
の

.報
告
に
據
れ
ば
、政
府
紙
幣
幷
に
銀
行
券
の
合
計
三
億
三
千
五

.■西
九
十
七
®

--
一
 

千
ニ

W

四
十
九
磷
に
對

.す
る
兩
種
正
貨

.準
備
は
九
节
三
百
十
萬
九
千
八
百
五
磅
に
し
て
、比
率
の

«

&

■. 

: 

:

」

.

• 

.

.

.

.

.

.

. 

,

;

こ
ど
：
ニ
割
七
：分
な
1)
'
。
，，歐
：洲
開
戰
前
英
蘭
銀
行
の
正
貨
.準
備
率
が
六
割
以
上
に
居
れ
る
事
實 

を
；考
：ふ

_
る
と
き
は
、今
日
興
常
の
程
度
に
於
て
、通
貨
膨
脹
の
行
は
れ
つ

 

>
ぁ
る
こ
ど
を
知
る
に 

雛
か
ら
す
。
 

‘

al
R
市
中
諸
銀
行
に
至
つ
て
は
、開
戰
以
來
其
支
拂
準
備
金
に
充
つ
る
を
得
る
通
貨
の
秫
類

-
 

數
.蹵
共
に
增
加
し
左
る
爲
め
に
、支
娜
準
備
金

'自
ら
豐
當
と
爲

6
、準
備
：金

.比
率
亦

.鞏
固
.を
加
へ

第
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婼十號 

一二

力

る
'栌
如
し
ビ
雖

も
、
最
近
數
年
間
.预
金
額
の
膨
脹
し

^
る
P1
合
の
力
な
る
、世
入
の
驚
嘆
ず

可 

き
も
の
あ

5

。
左
に
英
蘭
幷
に
ク
モ
ー

\

ス
に
於
け
る
株
式
銀
行
の
預
金

.

额
を
表
示
す
。

1

九
一
三
年
，末 

' 

八
〇
九
、三
五
ニ
千
磅

1

九
一
四
年
末 

八
九
五
、.?
•
ハ
ー

 

.

U

九
一
五
申
ゑ

.::
;

■
九
^
一、五茧五

.
■-
*
九
：ニ
ハ
；
年
、末

：
；
 

J

、
一
五
四
、八
七
七
; '

: 

ベ 

1

九

1

七
年
末
. 

ー
、
三
六
苽
、
ニ
九
七
：
>-
:

斯
く

S
金
の
：膨
服
著
し
き
と
き

は
、之
に

®す
る

小
切
手
の
振
出
高
亦
增
加
し
、小
切
手
が
市 

場
に
於
て
貨
物
に
對
す
る
勝
質
力
と
爲
る
に
隨
，ひ、

51
貨
膨

11
1
1
の
效
果
を
生
ず
る
の 

は
之
を
否
定
す
る
能
は
す
。
而
し
て
斯
る
銀
行
預
金
の
膨
脹
は
軍
事
公
債
の
發
行 

.

.る
こ
ビ
の
大
な
る
も
の
あ
ぅ
。
璀
事
公
債
は
時
に
飯
行
に
依
て
直
接
に
應
募
せ
ら 

雖
も
、大
體
に
於
て

:©
_

の
資
本
家
に
依
て
應
募
せ
ら
れ
た

h
と
す
可
し
。

而
し
て 

高
の
內
、或
は
®
便
局
を
經
し
て
、巾込
ま
れ
た
る

も

の
、或
は
戰
時
貯
菩
證
•券
を
以 

ら
れ
た
る
も
の
：、
如
き
：は、社
會
中
流
以
下
の
貯
.菩
金
に
依
て
、應
募
せ
ら
れ
、罾
行
高 

を
收
縮
す
る
の
效
果
あ
る
ミ
ち
戰

.時
貯
蓄
證
券
の
發
行
に
異
な
ら
す
と
雖
も
、公
債

が だ て 公 れ に 事  

中 け 振 債 た 關 實  
流 通 替 發 b 聯ぁ 
以 貨 へ 行 と す る

:

v

^

-̂
IJ
r
-̂i
l
-
^
p
i
l

li
-i
r'1
.
-
^
^
*
^
v

ig
^
r
r=t
T 

f
*
=r
, 
-C
j -------.s._̂crtngwrnr 

5
-
l
r
-

1:

上
の

.階
級
殊
に
資
本
家
と
し
て
平
生
資
本
を

.活
用
す
る

A
に
依
て
應
慕
一
せ
ら
れ
ん
か
、皮
等
太 

必
ず
.公
債
を
銀
行
；の
»
保
に

«
 ̂

の
融

通
を
零
め
、之
を
预
金
に

■振
替
う
る
一
方
に

« 

府
は
公
債
の
應
募
に

#

つ
て
得
た
る
收
人
を
經
費
ビ
し
て
拂
出
す
可
き
が
故
に
、公
貴
は
毫

i

 

通
貨
の
收
縮
に
資
す
る
も
の
な
ぐ
、却

v

其
膨
脹
を
促
す
に

0

る
の
道
理
に
し
て
、英
國
に
於
て 

C
貨

)£
肌
を
带
す
る
の
，必
要
ょ
ら
軍
事
费
の(

財
源

ビ
し
て

^

債
に
代
う
る

R
、m

m
を
以
て
す 

る
'の
主
張
行

.は

る

、
所
以
な
&

C
我
國

k
於
て

a
會
の

一

部
に
公
債
發
行
に
依
て
、通
貨
を
收 

締
す
可
し
云
ふ
說
あ
：る
は
如
何
な
る
理
由
に
极
據
を
置

く

も

の
な
る
か
、第
一
公
債
に
®
慕 

し
た
る
者
は
公
債
を

*
金
融
通
の
目
：的
物
に
充
て
す
、第 

一J

公
債
募
集
に
依
り
國
庫
に
收
め 

れ
た
る
收
入
は
國

W

に
：於V

:

經
费
ど
し
て
之
を
支
辨
せ
ざ
る
こ
ど
の
ニ
條
件
は
公
債
發
亍
を 

「

以
て
通
货
收
縮
の
手
段
な

:6
と
す
る
所
說
を
有
效
な
ら
し
む
る
も
の

S
す
可
く
、又
是
等
ニ
條 

伸
備
は
ら
ず
、公
債
：の
發
行
に
依
て
、一
且
通
貨
が
國
庫
に
吸
收
せ
ら
れ
な
が
ら
、國
庫
が
通
貨
を 

經
，费
と
し
て
柳
出
す
乙
ど
に
依
う
、又
は
資
本
象
が
公
債
を
利
用
し
て
，銀

.行
の
預
金
を
.膨
長
を 

し
む
る
乙
ど
に
依
う
，通
貨

.に
膨
脹
を
來
す
も
の
ビ
せ
ん
か
、第
三

.の
條
件
と
し
て
、政
府
に
於
て 

殆
ど
間
斷

.な
く
公
債
を
發
；行
し
、通
貨
膨
脹
の
發
生
す
る
暇
な

き
.
.

に
.至
ら
し
む
る
の
外
に
、道
な

ニ

卷

.

(

ニ
ニ
.钿
一)

論

.'.說
：

通
貨
の
膨
脹 

.

第
十
號 

一
三



第

十

二

怨

(

一
三
四
ニ)

論就瓶货の膨腺

’
 

笫十
號

 

一
四

し
V
J

雖
も
、趴
の
如
き
は

.
金
融
市
場
全
體
の
利
害
に
着
目
し
て
、容
易
に
實
行
す
る

•所

V
J

爲
•る
能 

は
ざ
る
な

b

o

0 

. 

. 

通
貨
が
兌
換
制
度
停
止
の
結
跟
、不
換
紙
幣
の
形
態
に
於
て
膨
脹
す
る
場
合
に
は
、其
通
货
流 

通
の
狀
態
を
榄
亂
し
、殊
に
紙
幣
ど
正
貨
と

■間
に
同
價
流
孤
の
維
持
せ
ら
れ
ざ
る
に
至
る
の
.故 

を
以
て
、世
人
の
之
を
有
寄
：視
す
る
，の
念
甚
だ
强
く
、如
何
な
る
犠
牲
を
拂
ぅ
て
も
、尙
ほ
通
貨
を 

收
縮
す
る
こ
：

w

を
',辭
せ
ざ
る
の

K
あ
ぅ
ヾ

」

離
も
、通
貨
が
金

®

增
加
の
結
桌

ノ
レ
レ
て
、膨
脹
す
る

.
 

場
合
に
は
、寧
ろ
物
惯
の
騰

.貴
を

f

て
®

X
業
の
好
景
氣
を
促
す
の
效
果
あ
る
が
如
く
に
信 

じ
、通
貨
：靡
脹
を
有
益
ー
減
ず
る
の
風

：
一.：
般
に
行
は
れ
て
已
囔
ざ
る
の
觀
あ
り
。
然
れ
ど
も
斯
の 

如
き
は

#
常
の
偏
見
に
し

■て
、通

*
膨
脹
が

.：

1

國
の
經
濟
幷
に
財
政
に

'及
ぼ
す
影
響
の
有
®
な

:

る
や
、論
を
俟

.た
す
、
*
物
價
の
騰
貴
し
つ

S
あ
る
時
代
に
、®
エ
業
に
刺
戟
を
與
ふ
る
の
利
益
あ

• 
.

. 

. 

•

. 

.

.

. 

,

4
ビ
云
ふ
も
、

一

方
の
弊
害
に
比
被
す
る
と
き
は
、殆
ど
擧
ぐ
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

,
人
^

通
貨
膨
脹

0

始
_め
に
生
ず
る
弊
齊
を
；擧

&

ん
か
、其

.一

は
負
.擔
の
實
カ
を
有
せ
ざ
る
階
級 

に
過
重
の
负
擔

.
を
及
ぼ
す
て
と
是
れ
な

6

^

0假
に
通
貨
膨
脹
が
今
日

_

洲
交
‘
戰
.，諸
國

1;
實
现

し
つ
、
あ

-る
が
如
く
、戰
時
财
政
の
運

.用
に
闕
聯
し
り

A

あ
る

.も
1の
5
办

5
せ
ん
：か
、總

V

 

_
爭 

に
#

ぶ
負

.擔
は
之
に

'«
ゆ
.る
.能
力
を
有
す
る
者
の
間
に
分
配
せ
ら
る
可
き
道
理
な
る
に
、

1
貴 

膨
脹

.の
爲
め
に
物

®
を
騰
貴
せ
む
む
る
ど
き
は
、總
て
社
•會
に
於
て
確
定
せ
る
所
得
を
收
受
す 

:るー者：：

'0
み
、大
な
る

^
擔
'を
蒙
、る

.可
く
、政
府
が
戰
時
財
政
の

.運
用
に
伴
ひ
、通
貨
を
膨
脹
せ
.し
む 

る
も
の
ビ
せ
ん
か
、最
も
不
良
な
る
財
政
策
を
施
行
す
る
の
非
難
を
免
か
れ
す
。
.第
二
通
貨
膨 

服
L

つ。
S
あ
る
間
に
、政
府
が
公
僙
を
慕
集

.

.す
る
名
の
と
假
定
す
る
に

.政

.府
は

®
値
の
低
.落
せ 

る
貨
幣
を
借
入
ぅ
て
、將
來
其
騰

_貴
せ
る
時
に
、之
を
償
還
す
る
こ
ど

S
爲
る
が
故
に
、財
政
上
の 

負

’
自
ら
重
か
ら
ざ

'る
を
得
，ず
。

.

第
三
通

«

の
膨
服
が
物
價
の
騰
貴
を
促
し
、商
工
業
の

®

k 

褒
舍
招
く
の
：利
益
あ
る
こ

ビ
は
曩
に
：述
ベ
た
る
所
な
る
が
、他
の
半
面
に
於
て
、商
エ
業

^

^
 

^

 

利
益
：を
求
む

.る
ぢ
急
な
る
爲
め
に
、投
機
熱
を
惹
起
し
、結
局
事
業
の
倒
®
を
見
る
こ
と
な
し
ど 

せ，•ず
；

1-
四
通
货
膨
妒
の
爲
め
に
、總
て
貨
物
を
生
産
し
、賣
却
す
る
地
位
に
居
る
溝
が
利
益
，し

*
 

貨
物
を
池

.養
し

0

: ^

定
_
:额：の
.所
得
を
以
て
、代
價
.の
騰
貴
し
た
る
貨
物
を
購
入
す
る
者
が
損
央 

し
另
く
兩

#
の
利
害
を
調
和
す
る
方
法
の

_
せ
ら
れ
ざ
る
に
於

.て
は
、社
會
に
階
級
的
利
害
の 

術
突
を
惹
起
し
、階
級
間
の
反
目
紛
爭
を
大
な
ら
し
む
る
に
至

‘る
.
'を
.免
か
れ
：ざ

る
な

i

 

笫t.

ニ
卷

(

ニ
爵
三

)

.
論
說
通
貨

e

膨脹 

一玉



第
十
二
卷(

1
,三围四〕

.論

說

.

.逋
貨
の：

膨

腺
, 

第
十
號 

一
六 

或
は
通
貨
膨
脹

.し
て
、內
國
物
價
の
平
準
點
騰
貴
す
る
場
合
に
、市
場
に
於
て
最
も
廣
く
賣

I

只
 

せ
ら
れ
、又
全
國
の
需
要
供
給
の
集
中
す
る
取
引
所
に
於
て
取
引
せ
ら
る
、
货
物
の
代
®
先
づ 

騰
貴
し
、其
他
諮
物
品
の
代
谓
各
稱
勸
勞
に

■對
す
る
給
與
、勞
働

‘に
對
す
る
貨
龈
の
如
き
は
，，其
騰 

貴
す
る
勢
自
ら
遝
々

?2
る
を
以
て
、前
潜
の
騰
貴
し
て
、後
者
の
騰
貴
之
に
伴
は
ざ
る
間
は
、常
業 

考
が
货
物
の
生

®
に
依
て

^

益
す

Iる
所
自
ら
多
く
隨
て
生
產

I
獎
勵
し
て
、物
資
の
供
給
高
を 

增
加
し
、供
給
の
增
加
し

^

る
通
貨
に
對
し
て
、能
く
均
衡
を
保
た
し
む
る
を
得
べ
し
。
此
均
.衡 

に
し
て
確
實
に
維
持
せ
ら
れ
ん
か

®
货
膨
脹
の
物
價
に
及
ぼ
す
影
響
自
然
に
緩
和
せ
ら
れ
、通 

貨
は
膨
脹
す
る
も
、市
場
に
於
で
此
通
貨
：に
對
し
て
取
引
せ
ら
る
可
き
貨
物
の
供
給
亦
增
加
し
、
 

爲
め

;:
に
物
價
に
，變
動
を
生
せ
；ざ
る
を

.得
る
が
如
し
ビ
雖
も
、生
摩
業
に
從
事
す
る
者
が
物
價
の 

騰
貴
利
親
の
增
進
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、生
産
高
を
增
加
す
る
に
は
'種
々
の
制
限
の
存
す
る
も
の 

ぁ
る
こ
ビ
を
知
ら
ざ
る
可
が
ら
ず
。
之
を
農
業
に
就
て
云
は
ん
か
、農
業
潜
の
資
本
勞
カ
を
土 

地
に
注
入
し
て
、生
產
の
效
果
を
擧
げ
ん

W

す
る
行
爲
は
貨
物
を
增
殖
す
る
所
以
な
り
と
雖
も
、

! 

い
.
.
 

. 

-

其
：收
翁
の
增
加
^
:
:る

、
多

く::
:
ー
 

年
中
の
或
る
時
期
に
現
は
る
、
も
の
な
る
る
を
以
て
、通
貨
の
僧 

加V

相
錐
行
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、天
然
カ
に
支
配
せ
ら
る
、
の
結

.果
，人
の
希
蓮
す
る
如
く
爲

1

る
能
は
ざ
る
も
の
ぁ

A

 
土
業
上
の
產
物

.は

.人
の
意
思
に
依
，て
、其
摩
出
額
を
增
加
す
る
こ
と

.
 

羅

產

物

に

於

け
,'
る

ょ
b

も
、容
易
に
し
て
、且
つ
其
產
出
も

1

年
中
の
或
る
時
期
を
劃
す
る
に
非 

中
、間
斷
な
く
行
ば
る
、
と
雖
も
、之
は
：行
は
：ん
と
す
る
に
は
資
本
勞
カ
の
供
給
を
要
し
远
に
農 

業
上
の
産
物
た
る
股

_
ロ£
の
供
給

^
依
賴
す
可
き

i

の
大

S
る
の
み
な
ら
ず
、生
產
補
助
品
の 

內
に
は
外
國
の
供
，給
に

.仰
が
ざ
る
可
：か
る
も
の
あ
る
可
く
、斯
の
如
く
考
ふ
る
と
き
は

、
1 

貨
の
膨
脹
が
生
產
を

.獎
勵
し
、自
動
的
に
其
影

.響
を
緩
和
す
る
を
得
べ
し
と
云
ふ
は
、一
片
の

a 

論
に
止
ま
ぅ
、之
を
實
現
す
る
に
容
易
な
ら

-ざ
る
も
の
あ

A
と
す
可
し
。

g

に
•通
貨
钐

,R
の
ぶ 

_
自
®

^
に
調
節
せ
ら
れ
ず
し
て
、或
る
期
問
を
通
じ
て
、繼
續
す
る
こ
ビ
あ

&
、ff
i
し
て
典
影
.響 

の
內
に
弊
害
の
著
し
き
も
の
あ
る
以
上
は
、國
家
は
一
旦
通
貨
膨
脹
の

.事
相
の
發
生
す
る
や
、之

調
節
の
方
策
を
以
て
臨
む
の
必
嬰
あ
る
や

^

を
俟
左
ざ
る
な
う
。

:

を
，其
成
行
に

1
: 

,
«
せ
.ず
、早

<

岡

:
以
上
吾
輩
は
通
貨
膨
脹
に 

や
通
貨
膨
脹
の

®
^
,る
，我
國 

雜
偷
を
應
用
し

.て
、我
國
當
面

第
十
二
怨

(

1
H四五)

論

關

す
る

理
論
を
叙
述
し
、間

令
外
國
の
實
例
を

引
抄
し
た
る
が
、今 

に
於
て
も
亦

一

個
の
實
際
問
題
た
る

.

に
至
れ
る
を

以
て
、
上
述
の 

の
問
題
を
解
決
す
る
の

.

資
料
と

す

可
し
。
我
國
に
於
て
最
近
激 

魏
通
货

0

膨脹
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(

i

l
六)

.
論魏通货論脹

’ 

.
竿號一八：

年
、傲
备
種
通
货
流
通
高
の
增
加
し
た
る
は
、事
實
に
於
て
、之
を
掩
ぅ
可
か
ら
す
。
何
を
以

y

m 

貨
と
す
可

&
や
に
就

v

は
、人
の
見
解
に
異
な
る
も
の
あ

}

ビ
離
も
、普
通
の

'
.見
解

.に
從
ひ
、正
貨 

日
本
：銀
行
兌
換
券

#

_
市
中
諸
銀
行
.預
金
の
三
者
を
通
貨
と
し

て

、其
增
減
を
見

る

に
、三
者
共 

に
近
年
著
し

&
增
.加
を
示し

：：

つ
、
あ
，る
乙
と
は
左
表
に
於
て
明
な
b
o
 

ベ
'I 、

貨
幣
流
，通
.：高
,

, 

現 

砗

. 

^
_

_ 

U

金

正
貨
_
備
補
充
常
齓

差

引

大
正
元
年
末 

同

'ニ
年
宋 

同
'

三¥

末
 

同
四
年
末 

同
：
へ
五
年
末

_ 

同
:

六
年
末

金
丨
贷

千
凹 

1

四
ニ
、〇
四
1

0

货

「

千
圆 

一
ニ
ー
、六
七
三

銅

赏

■ 
，千
圓 

一
七
、八
ニ
ニ

11

二
八
一
、五
三
七

一
一il

九

V
九
一
.七

.一ニ
三

、
九

八

六

丨

:ー七、九
七
四
ニ
八
ー
、八七七 

I

l
l$ :
、
H

H
〇

I 

一
3£
、三
七
九
一
八
、〇
六
九
二
六
八
、七七三 

t
1
1

三、九三

 

一i:
:

■
一
：：
...マ
一
四
、
ニ

三

©

—-
*
八
、
◦

九
六
一
一
五
六
、一

r
6
 

1
四
ー】

一
、
〇

四

ニ

；
 ニ
七

、1

 
ニ〇

一八、一五ニ

 

ニ

七

八

、
三
一
五 

'■
九

〇

、
六

变

九

-

一
二.五
、

六
四

六

，
:

一
 

八、五四
七
三
三

.四

、
八
五
ニ

右
表
に
於
け

i

.

合
計
額
は
大
藏
潜
局
潜
が
多

#

貨
幣
.流
通
髙
を
公
表
す
る
に
就
て
慣
用
し 

來
れ
る
數
字
な
れ
ど
も
、漠
然
各
種
貨
幣
現
在
高
ょ
办
日
本
録
行
の
正
貨
準
備
に
充
當
せ
ら
れ 

た
る
金
貨
を
控
除
し
、殘
額
を
流

0

高
士
し
た
る
に

±

咬
り
、實
；際

U

流
.

羅

し

0

、
あ
る
貨
幣
の

貨

一
一
三
、六
五
六 

1

〇
九
、1
五
ニ 

1
〇
ニ
、八
八一 

九
一
、九
四
六 

九
六
、九
一
五 

一
三
七
、C

O

六

流

通

高
I

六
七
、八
八V

七
ニ
、七
ニ
3£ 

六

五

"
八
九
ニ 

六
四
、三1

五 

八一

、四
〇
〇 

九
七
，八
四
六

[

高
を
示
し
た

る

も

の

に

非

ず
#

種

の
貨
幣
ば
其
貨
幣
ど
し
て

の

效

用

に

犬
な
，る
相
違
の
存

す 

る
乙

と
に
注
意
せ

H

る
可
か
ら
ず
。
第

一、各
種
貨
糌
の
內

.
社
會
の
.諸
方
葩
に
保
藏
せ
ら
る
、 

も

の

あ

-
•
第

一

一.
同
じ
ぐ
保
藏
せ
ら

る 

> 
货
幣
に
し
て

.其
銀
行
に
依
て

保
，藏

せ
ら
る
、
も
の
は 

準
備
金
た
る
の
用
を
爲
し

ft
用
膨
脹

0
基
礎
.に
充
て

ら
れ
つ

、
t

?
面
し
て
我
®
に
於
け 

る
正
貨
の

內
•本
位
貨
幣
た

る
金
貨
は

實

際

個

人

の

間

に流
通

す

る

ょ
6

も
、却

て
上
記
の

用
を 

M
.
i
を
以

て
其
®

な
る
職
務

ビ
す
可
し
。

然
ら
‘

現
在
高
ょ
り
軍
に
日
本
鈒
行
正
貨
準
備
g 

®

高
を
控
除
し

-/
a
る
殘
高
を
以
オ
、流
通
高

ど
す
る
の
當
ら
ざ

'る
や
、論
を
俟
た

ざ
る
の
み
な

ら 

ず
第
三

*
表
し
於

.て

.染
に
貨
.幣
と
し
て
一
樣
に
列
記
せ
£

る
，
、
金
；貨
、銀
貨
、銅
貨
、は
其
貨
幣
 ̂

る
の
效
用
に
於
て
、將
た
又
其
供
給
の
律
せ
ら
る

 
> 

所
以
に
於
て
大
に
異

5

る
も
の
あ
り
。
即 

ち
企
貨
の
供

r
增
加
は
物
價
の
騰
貴
を
，惹
起
す
の
.原
因
と
爲
れ
ど
も
銀
貨
銅
貨
の

.供
^
に
華 

り
て
は
#
ろ
物
價
騰
貴
の
結
果
と

し
て

、

僧
加
す
る
も
の

^
見
る
可
し
。
斯
く
貨
幣
と
し
て
效 

力
の
興
な
れ
る
も
の
を
總
稱

し
て
、貨
幣
流
.通
高
と
す
る

も
、之
を
以
て
通
貨
の

「

膨
S
に
關
係
あ 

る
正
確
な
る
數
宇
ビ
す
る
能
は
ざ
る
な
办
。

■

，
正

貨

流

通

高

に

關

：す

る

計
.

箅
が
當
否

‘

孰
'

れ
に
在

.

る
や
を
間
は
ず
、其
金
額
は
通
貨
流
通
高
ぃ
の
べ

/

婼
十
ニ
猞
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5

四
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論

說
通
貨
の
膨
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0
$ 

全
體
ょ

h
云
‘ふ
.と
&

は
、必
ず
し
も
大
な
ら
す
、通
貨

^

し
て
筑
要
な
る
も
の
は
ロ 

行
券

W
市
中
諸
银
行
の
銀
行
通
貨

V」

の：ニ
潘
.に

外

な

ら

ず
。

今
、兩遛に關する 

に
左
の
如
し
。

.

.

:

一

--
:
日
本
銀
行
兌
換
券
發
行
現
在
高
表
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單
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千
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ニ
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雄

未
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九

〇
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ニ
七
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八
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四

八
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三
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八

八

六
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四1

1
1

〇
六

以
上
の
諸
表
に
據
れ
ば
。最
近
數
年
間
我
國
に
於
て
通
貨
が
或
は
日
本
銀
行
兌
換
券
の
形
滕 

を
^

て
t
.行
預
金
の
形
態
を
以
て
膨
服
し
つ

A

あ
る
勢
の
極

>̂
-
て
@
な
る
乙
ビ
を
知
る
に
難 

か
ら
す
。

固
ょ

6
我
國
に
於

'1
:
は
銀
行
預
金
を
以
て
、偷
敦
又
は
紐
育
に
行
は
る

、
が
如
く
、庇 

に

0
行
通
貨
又

」

は
.预
金
通
；貨
ど

.同

-
.視
す
る
を
許
さ
ず
、市
中
諸
銀
行
の
當
座
预
金
中
、小
切
手 

取
弓

^

_
聯
せ
ざ
る
も
の
あ
る
の
事
實
は
之
を
承
認
せ
ざ
る
可
か
ら
す
と

_
も
®
ほ
•
>
Wパ 

此
點
に
.就

て
或
る
«

門
家
に
質
し

/a
る
所
に
據
れ
ば
預
金

の
七
割
は

小
切
手
を
代
表
す
る
も 

の
ヒ
推
定
す
る
を
，得
べ
し
と
云

へ
b
。

果
し
て
然
ら
ば
近
年
の
通
貨
膨
脹
が
銀
行
预
金
の
形 

德
に
.於
，て
行
は
る
、
も
の
.、
著
し
き
は
、明
白
の
，事
實
に
し
て
、殊
に
京
阪
兩
地
の
銀
行
が
預
金 

に
對
：す
る
準
備
金
比
率
の
.減
少
す
る
程
度
ま

で
、
預
金
を
增
加
.し

つ

、
あ
る
事
實
の
如
き
、明
に 

通
貨
贩
脹
の
勢
を
助
長

'1
.
つ
、
あ
る
の
證
據
ど
し
て
之
を
否
定

.す
る
能
は
ざ
る
な
り
。
而
し 

て
市
中
諸
鈒
行
が

.斯
く
ま
で
に
準
備
金
比
率
の
低
減
を
賭
し
て
、

a貨
.を
膨
脹
せ
し
め

‘つ
、
あ

第

十

二

饴

(
一

三
四
九)

論

跳

通

S

麗
 

0
$ 

ニ
ー
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他

竿
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卷
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脹
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笫十
號ニ
ニ
 

る
は
、何
故

.な
ぅ
や
と
云

へ

ば
#

®
は
其
一
原
因
を
以
て
、日
本
銀
行
の
利
率
の
低
廉
な
る
の
事 

實
に
•歸
せ
ざ
る
を
得
す
。
今
や
歐
洲
戰
爭
の
變
局
容
舄
に
知
る
可
か
ら
ざ

る

と

共
に
、西
比
利 

3S
出
兵
の
我
國
經

.濟
社
會
を
®
迫
す
る
勢
亦
大
な
ら
ん
と
す

o

斯
る

_場
合
に
當
で
，市
中
諸
銀 

行
の
準
備
金
比

S

だ
低
く
、现
に
本
年
七
月
：末
の
報
吿
に
徵
す
れ
裏
京
組
合
銀
行
は
十
四 

0

.

一
中
三
十
八

^
五
千
圆

.の
：預
，金
に
對
し
て
。八
千
三
西
六
萬
圆
の
支
挪
準
備
金
を
有
し
、大
R 

組
合
銀
行
亦
九
億
，四
千
：九
百
ヒ
^̂ 

て
、六
千 

一
¥1
十
.九
萬
圆
の 

支
挪

.準
備
金
を
有
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
が
如
き
、要
す
る
に
市
中
諸
鈒
行
が
他
に
侬
賴
す
る
所
あ 

>
9て、然
：る
に
外
な
ら
ず
。
而
し
て
市
中
諸
銀
行
の
依

.賴
す
る

.所

.は
即
ち
低
廉
な
る
日
本
銀
行 

の
金
利
に
し
て
、諸
銀
行
は
預
金
を

S

し
、準

■
金
を
薄
弱
に
す
る
の
危
險
を
知
る

V
J

雖
も

'

朝
.市
場

'の
•狀
況
ニ
轉
し
て
甿
付
を
受
く
る
の

.事
®
を
惹

.起
さ
ん
か
產
に
日
本
銀
行
に
就
て
、低 

廉
な
る
金
利
の
下
に
、資
金
を
融
通
す
る
を
得
べ
く
、此
信
念
あ
れ
ば
こ
そ
，準
備
金
率
を
低
く
し
，
 

预
傘
を
膨
脹
し
て

*

み
ざ
る
も
の
ビ
す
可
し
。

：

大
正
五
年
七
月
以
來
我
國
市
中
諸

0

行
の
營
業
報
吿
調
製

の

形
式

は
多
少
の
改
正
.を
經
興 

以
前
ま
で

當
«
貸
#
■
余
を
#
銀
在
高
中

に
針
箅
し
支
拂
，準

'備■金
：：

の

疒
部
分

ビ
し
た
る
が
、此

i

m

時
ょ

&
以
後
、之
を
金
銀
在

.高
ょ

&
除
外
む
た
ぅ
。

.
隨
て
此
時
を

’一
區
.割
と
し
て
、預
金
に
對 

す
る
支
拂
準
備
金
率
に
增
減
を
見
る
は
、敢

.て
異
ビ
す
石
に
足
ら
す

V
V雖
も
、爾
來
今
日
に
至 

る
ま
で
諸
銀
行
が

'連
，續
し
：V

、

準
備
金
率

.を
_薄
弱
な
ら
し
め
つ
ゝ
あ
る
の
事
實
は
即
ち
銀
行 

一
が
過
度
に
信
用
を
膨
，脹
せ
し
む
る
か
、或
は
少
な
く

 V
J

も
信
用
の
膨
腺
に
對
し

て
、適

當
の
制 

限
を
加

广
ざ
る
の
證
左
な

>
9ビ
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

或
：は
今
日
日
本
へ
銀
行
の

〗

：一：般
市
場
に
對
す
る
資
金
の
融
通
高
は
必
ず
し
も
大
な

b

ミ
す
る 

能
は
ず
、®

に
於
そ
^

-
部
の
論
者

.從
假
令
ひ

.日
本
銀
行
が
金
利
を
引
上
げ
、其
民
間
に
對
す
る 

貨
出
高
の
殆
ど
全
部
を
囘
贬
す
る
ビ
き
も
、狐
貨
收
縮
の
效
果
を
發
揮
す
る
も
の
少
な
き
乙
ぐ
し 

を
a
難
す
る
が
如
し
ビ

«

も
、此
意
見
た
る
、通
貨
を
以
て
ー
の
日
本
銀
拧
免
換
券
の
み
に
慨
れ 

るの故に

^

じ
た
る
も
の

^
し
七
、兌
換
券
以
外
に
、銀
行
預
金
の
通
貨
た
ぅ
、而
し
て
金
利
引
上 

が
，此
種
の
通
貨
を
.
I收
縮
す
る
の
作
用
あ
る
こ

,

€

を
知
ら
ん
か
、上
記
の
如
き
非
雛
は
自
ら
池
滅 

す
可
き
の
遨
理
な

.ゲ
？
之
を
要
す
る
に
我
國
近
年
の
通
貨
膨
脹
は
第
一
に

IE
貨
增
加
し
»
く 

坩
加
し
た
る
正
貨
を
基
礎
ビ
し
て
、兌
換
券
の
增
發
せ
ら
れ
た
る
爲
め

に

、

第
ニ
杞
斯
く
增
發
せ 

&
れ
た
る
兌
換
券
を
支
拂
準
備
金

V
J

し
て
市
中
諸
銀
行
が
過
度
に
信
用
を
膨
脹
し
た
る
爲

'め，

節

十

二

港

(

l
H
a t
i)

論

說

通

货

の

膨

脹
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ポ
ナ
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ニ
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第

十

二

卷

C

1
3五
ニ)

論

說

孤

货

の

膨

服
 

第
十
號 

ニ
四

に
、生
じ
た
る
も
の
に
し
て
、隨
て
正
貨
を
處
分
す
る
は
、通
貨
を
%
縮
す
る
の
芷
逍
な
り
ど
す
可 

し
0

普
通
の
狀
態
に
於

'け
る
經
濟
上
，の
作
用
を
以
て
せ
ん
か
、一
國
：に
正
貨
の
增

.殖
す
る
こ
、 

近
年
の
，我
國
に
於
け
る
が
免
く
爲

&
ん
か
、物
價
の
平
準
點
上

M

す
る

:レ
典
に
、輸
入
に
容
爲
に
、
 

輸
出
：に
困
離
な
る
事
實
を
；生

t
、自
，然
に
正
貨
を
減
却
し
.て
、內
國
に
於
け
る
經
濟
上
.の
關
係
を 

し
て
其
正
し
き
：に
就
か
し
む
る
を
得
べ
し
ビ
雖
も
、今
や
歐
洲
交
戰
諸
國
に

.

て
、斯
る
自
然
的
調 

節
の
停
止
せ
ら
，れ
た
る
が
如
く
我
國
に
於
て
も
亦
之

?:
見
る
能
は
中
、現
に
我
倒
に
於
て
加
何 

に
，物

.價
の
平
準
點
：高
.き
も
、外
國
ょ
り
貨
物
の
輸
入
す
る
も
の
あ

>
9て
、物
，資
供
給
の
不
足
を
補 

充
す
る
ヾ
し
共
に

^

貨
を
取
付
く
る

.の
作
用
を
爲

さ
す
、而

•し
て
外
國
は
軍
需
品
し
て
、或は

H 

常
：必
需
品
、ヒ
し

V
、

將
た
又

.其
代
用
品

.，/し
し
て
；我
國
の
物
資
を
需
要
す

.る

.も
の
な
る
が
故
に
、典 

代
«
:の
如
き
は
、殆
ど

"之
を

®
中
に
置
か
す
、代
價
高

く

し
て
、尙
ほ
外
國
の
®
要
熾
烈
な
る
に
至 

石
も
の
あ
ぅ
。
：
況
、や
.我
國
政
府
は
輙 

一
無
二
の 

經
濟
策
ヒ
し
、日
本
鈒
行
を
し

.て
爲
替
銀
行
に
爲
替
資
金
を
融
通
せ

し
む
る
爲

め

に
、
益
々
■
出 

を
®

に
し
、內
國
に
於
て
物
資
の
供
給
を
缺
乏
せ
し
む
る
ビ
共
に
、通
貨
の
膨
脹
を
促
し
つ
、
あ 

る
に
於
て
を
や
。
斯
る
政
策
の
行
は
れ

て
巳
ま
ざ
る

間
は
、自
然
の

_
®

に
依
て

®
貨
の
吹
縮

を
®

す
る
は
甚
だ
困

1

な
^

N

 

V
J

せ_

ざ
る
可
か
ら

■

ず
。
玆
に
於
て
か
人
嫁
的
手
段
に
依
て
范

}

«

を
收
縮
す
る
目
的
を
以

■

で
、對
外
放
資
を
，磁
に
し
て
、正

貨

其
4

の
を
滅
却
す
る
の
.主
張
は
義

に

沂
は
れ
た
り

。

然
も
對
外
放
資
の
事
た
る
、其
行
は
る
、
に
限
度
あ
り
て
、無
限
大
を

®

む
能
：は

ず

斯

く

て

日

: ^

傲
行
の

.

金
利
引
上
に
依
て

®

行
.

通
貨
の
收
縮
を
謀
ら
ん
ヾ

」

す
る
所
說
に
接

す
る
：

i

然
< £

す
对
く
、日
本
：銀
行
の

.

金
：刹
引
上
.が

單

に

平

時

に

於

け

る

數

千

萬

輯

月

末

に

於

け
る

一
億
圆
內
外
の
資
付
金
，

を
制
限
す
る
に
业
ま
る
の
點
ょ
り

云
は
ん
か
、通

貨

の
收
縮
に
直

接
の
效
果
を
呈
せ
ざ

る
.
が
如
，し
S

雛
も
、其
市
中
諸
銀
行
の
預
金

膨

脹
?:
制

肘

す

る

の

一

事

を

考
ふ
る
ビ
き
は
、通
貨
收
縮
に
至
大
の
關
係
あ
る
乙

V
J

を
否
定
す
可
か
ら
す
。
通
貨
を
以
て

'

の
兌
換
券
に
止
ま

.

る
が
如
く
に
解
釋
し
て
、通
貨
の
伸
縮
；を
論
す
る
も
、到
底
通
貨
間
題
の
ャ
區 

に

觸

る

、
能

は

ざ

"る
な 

5

.

0

第

十

二

费

(
一

三
五
三)

論

說

姐

货

の

膨

艰

第
十
號

5


